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 独立系 IR コンサルティング会社として数多くの企業のサポートをしているフィナンテックは、全米 IR 協

議会（NIRI）に加盟する唯一の日本企業です。企業において IR 活動を行う皆様や証券業界関係者の皆様に対

して、常に最新の情報をご提供してまいります。 

 

１．IR レポート「新年にあたり「会社について」考えました」 

旧年中は大変お世話になりました。本年もよろしくお願い申し上げます。 
年末にクライアント以外の企業（会社の成り立ちや規模は異なるものの、いずれも上場前後の段階に

ある成長中の企業）の経営者の方のお話を伺う機会が 3回ほどありました。そこで伺ったお話を参考に、
良い会社を作るには？というテーマで考えてみました。 

 
最初は日興アセットマネジメント(以下、日興 AM)のビル・ワイルダー社長。同氏を囲むランチミー
ティングに参加することができ、ワイルダー社長が日興アセットを魅力的な運用会社にするため、どの

ような組織変革を行っているかというスピーチを伺いました。基本は、「この会社は何をする会社であ

るのか？」、「それを中心になって推進するのは誰か？」を改めて定義し、その集団が本来の業務に集中

できる環境を徹底的に追及し実現するということでした。同社にあてはめれば、当然ながら資産運用を

する会社であり、中心となって推進するのはファンドマネージャー(FM)です。そうすると必然的に FM
が運用に集中できる環境を整備することが経営者の最大の役目である。しかしながら日本の多くの運用

会社においては、FMは種々雑多な報告書等の書類作成、顧客への説明、運用部門全体の運用戦略会議
など本来の運用業務以外の活動に時間を取られることが多い。当日のある参加者は 7割くらいそんなこ
とに時間を取られていると嘆いていました。ワイルダー氏は、書類作成については専門の人を置き、無

駄な会議は廃止するなどの取組で FMが本来の業務に専念できる環境を実現して来ました。それと並行
して FM の報酬制度も FM に相応しく、かつ透明性の高いものに変えて来たとのこと。また IPO を目
指すことを公言していますが、これについては FMを始めとする社員の報酬制度を考える中でストック
オプションによるインセンティブが有効である、さらに親会社からの独立性を高めるために株主構成を

変えていくことが必要であると考えているとのことでした。直後に日興コーディアルグループの事件が

あり、同社の上場にも少なからぬ影響は出るものと思われます。皮肉にも改めて親会社からの独立性が

重要であることを強く認識させる結果となりました。 
 
中旬には GCA 株式会社の佐山代表取締役と東京 IPO 西堀編集長の会食に同席させていただきまし
た。そこでの詳しい話には触れませんが、“人”を主な経営資源とする同社が、設立から僅か 2年と少々
で上場を達成した理由は何なのか、について伺いました。同社は共同で代表を務める佐山氏と渡辺氏、

それにお二人の前職でそれぞれ同僚であった 2人のパートナーを合わせた 4名で設立されたそうです。
組織運営、人事評価、報酬制度、対顧客との関係（サービスの組立と対価の考え方）など非常に特長的

であり、佐山氏曰く「日本のほかのどのM&Aアドバイザリー会社とも違う！」という点もなるほど、
と納得するものでありました。高い志を共有するパートナーが集まって創業し、互いの持つ力を結集し

たこと。創業後の組織運営もユニークなパートナー制で行ってきたこと。ここに新たに参加するメンバ

ーについても同じ理念を共有できる人だけを厳選してきたことが成功の重要な要素であるようです。 
 
年末には生まれたてほやほやの会社の社長さんにご挨拶に行き、お話を伺いました。こちらは上場大
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企業の子会社という立場からMBOファンドの協力を得て独立し、数年後の IPOを目指して活動を始め
たばかりです。事前に聞いていた事とは言え、過半数を保有するファンドからのプレッシャー、上場親

会社の後ろ盾がなくなり厳しくなった金融機関の融資姿勢、一緒に参加した社員数十人に対する責任、

新会社の株式購入に投じた個人資産など、重い責任と IPOまでの長い道のりを前に、「いや～こりゃ大
変だ～」と改めて感じておられるようでした。一方で自ら命名した新しい社名の下で大幅に自由度を増

した経営権を持ち、ファンドを除けば筆頭株主としての立場があり、モチベーションも高い社員に囲ま

れた中で念願の第一歩を踏み出したことで、社長本人もやる気満々のようです。 
 
良い会社を作るには最高責任者（社長）のリーダーシップと人間性が何よりも大切。その人の理想、

考え方、行動が組織全体の性格や社員 1人 1人の行動にも大きく影響し、周りの評価も決めていきます。
良い会社、理想の会社、さらに立派な上場会社を作る最良・最速の道は、志を同じくし信頼できるパー

トナーとともに新たに会社を作り、途中から参加するメンバーについても、この人なら一緒にやってい

けると思える人を選別していく。加えて上場を目指すならば、理念とともに、初めからある程度の規律・

規程を導入し、それが自然に実践されているという文化を形成していく。それが解答と思います。既存

の会社を変えていくのは、時には新しく作ることに比べて数倍のエネルギーと時間が必要と感じます。

既存の会社には良い点も悪い点も含めて、内部に浸透した文化と外部の持つ固定観念、さらに株主・取

引先など、解きほぐすことが容易でない事が多数存在します。 
 
そんなことを考えた年末・年始でありました。今年も良い会社作りに色々な形で参加していければと

考えております。どうぞ宜しくお願い申し上げます。 
 
                  以 上 
 

（㈱フィナンテック ＩＲコンサルタント ＣＦＡ協会認定証券アナリスト 深井浩史） 

お問合せ：㈱フィナンテック e-mail info@finantec-net.com  電話 03-3560-5444（代表） FAX 03-3560-5445 

過去のレビューは、http://www.irstreet.com/j/index.jsp に掲載しております。 
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